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序

本報告書は､社団法人海外農業開発コンサルタンツ協会が派遣した調査団､島崎斉(日本工

営株式会社)が､インドネシア共和国にて実施したプロジェクト･ファインデイング調査結果に

もとづいて作成されたものである｡

調査は､平成10年12月15日(火)から同年12月24日(木)までの10日間実施し､資料

収集および相手国政府関係機関との協議を実施するとともに､現場踏査を実施した｡なお､調査

実施対象案件は以下に示すとおりである｡

(1)ウラール潅概緊急改修計画

(2)スルダン潅濃計画

(3)シラウ･ブヌヅト潅漉計画

これらの案件の調査結果は､本文に示すとおりである｡また､調査団の調査日程および面談者

リスト､現地写真､調査団貞略歴は､それぞれ添付資料に示すとおりである｡

調査団は調査実施に際し､相手国政府関係機関並びに日本大使館､ JICAの方々に多大なる協

力を得､円滑に業務を遂行することが出来た｡これら関係諸機関に深甚なる感謝の意を表する次

第である｡

平成11年3月

プロジェクトファインデイング調査団

島崎斉



インドネシア共和国

プロジェクトファインディング調査報告書

1. 背景

インドネシア国では､ 1969年以来､米の自給維持が最重要課題の一つとなっている｡

1984年に自給自足に達したが､ここ数年､米の輸入が増え､ 1996年には2,150万トン

に達した｡

水田面積は､ 1985年から1990年までは平均して年144,000ba増加してきたが､ 1990

年から1996年までは､年50,000ha増加のみであった｡潅液面積も､ 1985年から1990

年までは年平均59,000haであったが､ 1990年から1996年までは年平均52,000baと

減少している｡ここ5年間の単位収量は､約4.4トン瓜aとほぼ横ばいである｡

このような水田面積および濯淑面積､単位収量の伸び悩みに加えコンスタントな人口

増のもとでは､インドネシア国において､米不足が今後ますます深刻になり､この結果

米の輸入量が増加し､政府財政を圧迫している｡また､一昨年来の経済危機のため､失

業者が増加し､国民の40%は貧困ライン以下の生活を余儀なくされている｡特に､ 2千

万人ないし3千万人と言われる失業者数の増加は､政府にとって早急に解決すべく課題

である｡このため政府は雇用機会の創出､貧困の軽減､食料増産を重点政策とし､特に

農業開発による農民の所得向上と食料増産に力点を置いている｡

｢インドネシア全国濯親閲発プログラム形成計画｣によれば､ 1990年以降は年当たり

の人口増は約3百万人と算定され､この人口増を養うためには年当たり約910,000トン

の米の生産増が必要とされている｡この計画では､インドネシア全国を6つのゾーンに

分けて､開発戦略を策定している｡北スマトラ州はゾーン1に分類され､その評価は､

(a)生産性が高く､仲)開発ポテンシャルは高い､このため米の輸出ゾーンとして評価さ

れている｡この評価結果から､北スマトラ州の農業開発戦略として､新規潅親閲発のみ

ならず生産性の維持および向上のため既存謹聴施設の改修および改良を行なうことc ま

た､既存潅漉地域内および隣接地の未完成な水路や農地開発を積極的に事業化すべきこ

とが提言されている｡

北スマトラ州政府は､この提言を受け､食料の増産および農民に就業機会と経営規模

の拡大を与えるため､下記3開発戦略を策定している｡

(1) OECF等で実施した既存潅概システムの改修およびア改良｡

(2)改修および改良の実施地区に隣接した地区の開発｡

(3) JICAなどで調査が行なわれた地区の実施に向けての促進｡
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2. ウラール潅激緊急改修計画

2.1位置

計画対象地区は､北スマトラ州の州都メダンの東約30kmに位置している｡計画対象

地区は､トバ湖を水源としマラッカ海峡へ注そウラ-ル川の洪積他に広がり､その対象

潅概面積は､約18,500haである｡本計画地区の位置を図11に示すc

2.2 事業経緯

1940年代に大規模なたばこ農園の整地することによって､大規模な水田開発が実施

された｡ 1960年代に入って､この水田開発地での潅概施設の改善が行われた｡その結

果､ 1970年代にはおよそ7,000 baがtecbnical/semi-technical/non-tec血icalの区

分けのもとに潅激化されたが､ ll,500baが依然として天水田として残った｡

1972年から1976年の間に､ウラル川治水プロジェクト(設計流量:600 m3/s､

資金源: OECF)として､数カ所の治水作業が実施された｡以後､ 1977と78年の2年間

に渡って､ JICAによりウラル川低流域の包括的開発を目的としたフィージビリティ調

査が実施された｡このプロジェクトの主たる計画内容は､ 24,500baの潅概地に対する

治水と18,500baの潅概排水開発であった｡

フィージビリティ調査の結果に基づき､ウラル川治水潅概改善プロジェクトが策定さ

れ､ 1979 I 81年に詳細設計が実施された｡さらに､ 1982 - 90年にかけてOECF資金

(IP-236)を用いて事業化された｡また､ 19?1-95年の間､インドネシア政府から州

政府ヘプロジェクト施設を移管するためにOECF資金(IP-347)を利用して､小規模な

改良工事が行われた｡

2.3 直面している間男点

前述の通り､プロジェクトは成功裡に終わり､大幅な米増産をもたらした｡しかしな

がら､その後以下の理由により､計画通りの取水が出来ず､その結果として潅液面積及

び米の生産量が低減した:

(1)大量の土砂堆積による導水路及び取水エの閉塞｡

(2)大量の土砂流入･堆積による潅概用水路の流水断面の減少o

(3)下流での採砂による河床低下に起因する取水位低下｡

現場調査を通して､これらの問題は､各取水地点で取水堰がないためによるもので

あることが明確となった｡ 1998年の乾期には､エル･ニーニヨ現象により総潅概対象

面積(18,500ba)のうち約30%しか潅漉されなかったと報告されている｡

事業に対する運営維持管理の内容からしてRp80,000/haの予算が必要であると見積

もられているにも係らず､プロジェクトの運営維持管理に充てられている予算は､た
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ったのRp15,000/haにすぎない｡そのうち､ 70%が堆積土砂除去作業に必要であるこ

とから､現在割当てられている予算では､十分な維持管理は出来ない｡

河床低下については､州政府はすでにウラル川流域での採砂の禁止令を発布した｡

しかし､大規模な採砂は行われなくなったものの､小規模な依然として採砂を行われ

ている｡地元農民は､河床低下による取水位の低下に対応するため､木杭と竹寵によ

る導流壁を建設しているが､洪水により毎年流出され､その補修に手を焼いている｡

2.4 開発計画

このような状況を打破するため､早急な水路機能と農産物生産量との回復が不可欠

である｡その対策として､統合堰および連絡水路の建設による改修計画が妥当と考え

られる｡

現段階において､堰と各水路との繋ぎには､代替案として-ケ所の河川横断工案と

ニケ所の河川横断工案が考えられる｡また､河川横断工としてサイホン工を検討する

際には､運営時の維持管理の難易さを十分に考慮する必要があろう｡このため､州政

府においては､河川横断工なしの両岸取水システムもまた提言されている｡堰のタイ

プとしては､ウラル川は雨期においても比較的水位が低く､工事費低減の観点から見

ても､ラバーダムが最も妥当と考える｡

河川状況および両岸の地勢などを考慮して､本計画では両岸取水とラバーダムの建

設による改修計画が提言される(図-2参照)｡今後の基本設計及び詳細設計時で､ラ

バーダムの配置及び形状､連絡水路の間隔等の調査を行ない､最適計画案を確立する

必要があろう｡

現段階における改修計画案の概要は以下の通りである:

(1)取水工改良工事(ラバーダムの建設)
一 高さ3.0 m､全長111m (2スパン)
一

左堤側取水工: Q-12.1m3/s
一 右堤側取水工: Q-17.4m3/s

(2)連絡水路工事

左岸連絡水路

一

棟形断面の土水路

一

全長25.Okm

一

分水工 4ケ所

一

国遺構断工 1ケ所

一

鉄道横断工 1ケ所

-

その他関連施設
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右岸連絡水路

一 棟形断面の土水路

全長21.4km
.

分水工6ケ所

国道横断工 1ケ所

鉄道横断工 1ケ所

その他関連施設

2.5 事業実施計画

事業実施計画を図-3に示す.まず､ 1999年度半ばに基本設計を開始し､これによ

り詳細事業計画を策定する｡次に､基本設計の結果をもとに､詳細設計を同年度未に

実施する｡詳細設計の完了後､工事入札を2000年度に行なう｡業者選定は4.5カ月間

で行なう｡同年度下半期から約1年半に渡って､ラバーダム及び連絡水路を施工する｡

用地買収とこれに伴う補償は2000年度内の終了を目処に､ 1999年度未に開始される

計画とする｡
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3. スルタン潅漉計画

3.1位置

本計画対象地区は､先に述べたウラール潅概緊急改修計画地区の西部に位置し､スル

ダン川の両岸に広がっている｡

3.2 土地利用

計画対象地区面積は6,780baで､水稲が栽培されている｡水源が乏しく､且つ貧弱な

潅概施設のため､雨期のみの単期作である｡本計画地区の位置を図-4に示す｡

3.3 直面している閉居点

計画地区は､ 7地区に分かれている.各地区の潅概状況を下表に示す｡

地区名 潅濃蘭積(ha) 海溝状況

RantauPaniang 2,700 既存施設の破損および河床低下のため､天水田

BatangKuwis 1,250 海況面積400ha､残り850haは天水田

ArasKabu 500 天水田

Won(器ari 585 雨期のみ簡易潅混施設により潅概

Penara 421 雨期のみ簡易潅濃施設により潅概

Perbarakan 820 雨期のみ簡易潅概施設により潅概

BandarDolok 504 雨期のみ簡易潅汲施設により海況

合計 6,780

上表に見られるように､約半分の面積は潅漉されているものの､潅漉施設が貧弱なこ

とおよび水源の量が十分でないことから､雨期のみの単期作となっている｡この単期作

においても天水潅概地区では､その時の天候に大きく左右され安定せず､農業生産が低

い｡また､既存潅概施設は､貧弱で安定した取水､効率の良い配水が出来ない状況にあ

る｡

このように農業生産基盤施設の欠如もしくは不整備は､低い農業生産および農家所得

をもたらし､隣接地区のウラール潅渡地区と社会的格差を生じさせている｡

3.4 開発計画

この社会的格差を是正するため､潅親水の確保および圃場への安定した送水､配水を

目的とした農業生産基盤施設の整備が必要不可欠である｡

本計画では､ A一as Kabu地区､ Wonosari地区､ Penara地区､ Perbarakan地区､

BandarDolok地区の計5地区の2,830baは､河川流量の十分にあるウラール川から潅

漉し､残りの3,950baは､スルダン川に頭首工を新規に建設し潅親水を確保することと

する｡

潅概および排水路に関しては､既存水路の改修を基本方針とし､新規水路の建設を極
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力少なくする計画とする｡

本計画の実施により､農業生産基盤施設が整備されることとなるが､事業の持続性の

観点から､運営･維持管理の強化が必要である｡従い､本計画では農業生産基盤施設の

新規建設および改修に加え､運営･維持管理の強化計画を実施することとする｡

本計画の､主たる事業は下記のとおりである｡

(a)ウラール川潅概地区からの導水路の建設

(ち)スルダン川における頭首工の建設

(c)潅概･排水路網の改修･新設

(d)農道の建設

3.5 事業実施計画

事業は､フィジビリティ調査､詳細設計､入札業務および工事の順で実施する｡事業

内容から判断して､調査から事業完了まで6年間を必要とする｡事業実施計画を下表

に示す｡

作業項目 1年 2年 3年 4年 5年 6年

1フィジビリティ調査

2詳細設計

3入札業務

4建設工事

lllllllllllll-
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4, シラウ･フヌツト潅漉計画

4.1位置

本計画対象地区は州都メダンから南西約150kmに位置し､アサハン河の支流である

シラウ川とブヌツト川の両岸に展開している｡図-5に本計画地区の位置を示す｡

4.2 事業経緯

本案件は､ JICAが実施したアサハン河下流域開発計画調査のマスタープランの中で､

開発優先順位が1位となった計画である｡引き続き､フィージビリティレベルの調査が

行なわれ､ 1990年3月に完了した｡

本計画の実施は､当初､アサハン河下流域洪水防御計画の先行し､これに併せて実施す

る計画とされた｡アサハン河下流域洪水防御計画は､フィージビリティ調査および詳細設

計が1990年に完了したが､事業実施はインドネシア中央政府の治水だけでなく利水計画も

合わせて実施することが必要との意向により､州政府の強い要望にもかかわらず棚上げさ

れていた｡このため､州政府は米不足の現状に憂い､アサハン河下流域洪水防御計画と切

り離して､本計画の実施に優先を与えるよう中央政府に要望している｡

4.3 直面している問題点

計画地区面積は13,600haで､水稲が主作物として栽培されている｡計画地区は､

Silau､ BunutおよびBeluruの3地区に分かれる.また､潅概状況から､下表のよう

にSemi-Techynical､ Non･TechnicalおよびRainfedの3区分される｡

地区名 Semi-Technical Non-Technical Rain fed 合計

Silau 4,250ha 4,250ba

Bunut 3,040ha 2,110ha 900ha 6,050Ⅰ1a

Beluru 3,100ha 200ha 3,300ha

合計 3,040ba 9,46011a I,100ha 13,600ha

この表に見られるように､計画地区の90%余りが､簡易潅概システムによりカバーさ

れている｡しかしながら､これらの既存潅概システムは､漏水が多かったり､測水施設

の欠如など技術的問題点が多く､効率の良い配水が出来ない｡また､潅概システムはあ

るものの､シラウ川の河床低下およびブヌヅト川､ベルル川の水量不足により､

12,500baのうち2,600haしか､二期作が出来ない｡天水田地区においては､天候の影

響を受け一期作だけで､且つ収量も低い｡

先に述べたフィージビイリティ調査の結果では､計画地区の一部で洪水の影響を受け

ると記載されているが､県事務所によれば洪水の被害はないとのことである｡今後詳細

な調査が必要であろう｡また､今回の調査で､計画地区の東部で排水不良が認められた

ので､本計画においては排水計画にも注意する必要があろう｡

- 7-



4.4 開発計画

本開発構想は､シラウ川に頭首工(ラバーダム)を建設し､ブヌツトおよびベルル川に

分流するとともに､潅概排水施設の改修･新設を行ない､ 13,600baの農業開発を目論むもの

である｡主たる事業は下記のとおりである｡

(a)シラウ川における統合堰の建設

(ち)シラウ川からブヌツト川､ブヌツト川からベルル川への流域間導水路の建設

(c)潅概･排水路網の改修･新設

(d)農道の建設

4.5 事業実施計画

事業は､フィジビリティの見直しから開始し､詳細設計､入札業務､工事と行なう｡入

札業務は､各地区ごとに行なう｡初めはシラウ地区から開始する｡工事においてもシラウ

地区から実施する｡

作業項目 1年 2年 3年 4年 5年 6年 7年

1フィジビリティ81査の見直し

2詳細設計

3入札業務
シラウ地区

プヌヅト地区

ベルル地区

4建設工事

シラウ地区

プヌツト地区

ベルル地区

- 8-



図-1ウラール潅概緊急改修計画位置図
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図-2 潅概システム図

T.tal distance of connecting cana一s 46.40 km Connecting Canal



図-3 事業実施計画

ITEM 1999/2000 2000/01 2001/02 Remarks

1BasicDesignwithln-depthStudy
l

2DetailedDesign

3Tende←ing

-4ConstructionofRubberWeir I44+JI4--4I

5ConstructionofLinkCanal

6EngineenngSeTVices

7LandAcquesitionandCompensation
l
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図-15 シラウ･ブヌツト潅概計画位置図
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インドネシア共和国

プロジェクトファインディング調査工程表

1実施者 島崎 斉

日本工営株式会社農業開発部

2プロジェクトファインデイング案件名

ウラール濯概緊急改修計画

スルダン濯概計画
シラウ･ブヌツト濯概計画

3予定表

(1)成10年12月15日(火)

16日(水)

17日(木)

18日(金)

19日(土)

20日(日)

21日(月)

22日(火)

23日(水)

24日(木)

成田発ジャカルタ着

水資源総局関連者に挨拶･表敬

メダン着､北スマトラ州に挨拶･打ち合わせ

ウラール濯概緊急改修計画視察

スルダン潅概計画視察

シラウ･プヌツト濯概計画視察

北スマトラ州と打ち合わせおよび資料収集メダン発

資料整理

水資源稔局関連者に結果報告､ジャカルタ発

成田着
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面会者リスト
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Ir.Darmawan Siregar
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Ir.Lumban Tobing Bsc
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河内幸男
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Chief of Planning Section of North Sumatra Imigation

Project

Sub-Project Manager of Deli-Serdang Imigation Project

Assistance of Planning Section of North Sumatra
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Sub-Project Manager of Silau-Bllnut Imigation Project

Chief of Deli-Serdang lrrigation Project

Chief of Plannlng Section of Silau･Bunut Imigation Project

Staff of Pengarian Regency

一等書記官

JICA専門家

J【CA専門家
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収集資料リスト

1. Sumatra Utara I)alamAngkn1997(North Su血atera in Figures 1997)

2. ManaJemen Irigasi Untuk Pemberdayaan P3A di Sumatera Utara, Medan, Desember

1998

3. Usulan Proyek, Rehabilitasi Ja)･inganIrigasi di Sila11･ Bunut (14,300ha) di Kabupaten

Asa血an

4. Photo Dokumentasi, Rencana UsulanPekerjaan Perbaiknn Jaringan Irigasi Paket ID-6

5. Upaya Mendesak Peninggkatan Produksi PanganMelalul Pe皿angan lrigasi di Provinsi

Dati I Sumut

6. Implementation Program of North Sumatra Irrigation Development and Water

Management Project

7. Project Proposal for CentralDeli Serdang lrrigation Development Project

8. Development Plan Map for Ular River Flood Control and Improvement of Irrigation

Prqject

9. Map showing Present Conditions of lrrigation in the Silau-Bunut Irrigation Project 1
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ウラール潅漑緊急改修計画

頭首工計画地点

（上流から下流へ）

スワダヤ取水工

（著しい土砂の堆積）



ウラール潅漑緊急改修計画

シンゴサリ取水工

（取水位低下対応のための簡易堰）

ぺンダン取水工

（取水位低下対応のための簡易堰）



スルダン潅漑計画

計画頭首工地点

（拡張地区潅漑のため）

計画地区既存水田



シラウ・プヌット潅漑計画

シラウ川計画頭首工地点

シラウ川潅漑地区既存水田



シラウ・プヌット潅漑計画

既存頭首工

（プヌット川潅漑地区）

プヌット川潅漑地区既存水田
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調査団貞略歴

島崎 斉 略 歴

昭和22年10月07日生

昭和45年03月

昭和45年04月

昭和50年01月

昭和54年11月

昭和58年11月

昭和60年08月

昭和61年07月

昭和63年02月

平成04年06月

平成06年04月

平成07年07月

平成10年07月

東京教育大学農業工学科農業土木学卒業

日本工営(秩)入社

ジャカルタ事務所

第一農業水利部

ジャカルタ事務所

第二農業水利部

カトマンズ事務所

第一農業水利部､課長

ジャカルタ事務所

農業水利部､課長

農業開発部､次長

農業開発部､専門部長

主な海外業務実績

担当業務

潅概排水計画

潅概排水計画

潅概排水計画

副総括

総括

総括

潅概排水計画

副総括

従事期間

1975年09月-1978年07月

1975年08月-1979年10月

1980年04月-1982年10月

1983年10月-1985年07月

1986年07月-1991年01月

1992年06月-1995年01月

1995年10月-1996年07月

1997年03月-1998年06月

対象国

インドネシア

インドネシア

ネパール

インドネシア

ネパール

インドネシア

ガーナ

タンザニア

案件名

ジャテイルフール潅概計画

チバミンギス潅概計画

ナラヤニ潅概計画

ランケメ潅概計画

スンサリモラン潅概計画

ランケメ潅漉計画

ガーナ既存潅概施設改修計画

ローアモシ農業農村総合開発



廓付資料- 6

ウラール農政緊急改修計画についTの

男知動lらの公#事業者への要請状

スルダ>鹿渡訂酢ついTの

北スマトラメ榔分#事業局からの公#事業者への貢鰍

シラク･フヌ･yト農務計画についTの

贋物lらの公#事業者への易静防
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Pada poslsi kondisi tu｢unnya muka aAr SungaI Ular yang ter]adiseT.J'ap
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untuk mem'ngkatkan ataロmengOPtJ'mah.sasj keberlangsungan Juas

tptap mencapaI 18;500 Ha daJam 2 (dua) kall tanarhllsetahun.

:?aatnya perlu diadakan p8rubahan sistim pengadaan aJ'r jrigasi

gimb‖訓bebas menJadL pengad?an all:Irlgasr dengan sJstem

∩山

P,

k豆hilangkah kearah perubahan sistim pengamb‖an air dengarT Sistj'm
:I::
-Ben:dLlng

terSebut terah dilaksanakan kegJ'atan sebagai berikut

TahOn '1990 : -

P｢e】imin叫Study on BuayaWeir

∩

n‥

･･ull-･～-也-･

- 1mpAem如tation Program of Buaya WeJ'r

1993 :
-

Defenitive PJan of RehabjJitation & Up GradirlSt･!tJc)rks

- DetaH Design Package No. 1D-6

1995 :
-

~PraStudy on Serdang Rive'r Jrrigation Works

7 C凸lっnill十nlIつ
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njutnya disampJng Daerah lrigasi Sungai Ulartersebut,
masih ada potensi

sawah yang perru mendapat penjngkatan dan pengembangan untuk

d]jadikanJahan sawah ber-i(igasJ'Tehnis yaitu terhadap fahan sawah B;i]'ayL･

y?Jtu sebagal berlkut :

7し1.

_12

_._-I
7

be
∫

】

Bahwa lahan-Iahan sawah Bajayu seJuas ± 4.000 Ha masih me[-upakan

･･sawah tadah hujan dan sebahagian sumber air berasaJ dari air drajLlaSe

■sekita｢nya.

Jika Eahan-Jahan sawah ini dJ'tJ'ngkatkan dan dJ'kembangkan menjadi
l｢lgaSiTehrH's･ Sumbe｢ airnya dapat dJ'sediakan secara perrnaneut de叩三-i至･1

sist巾1Bendung dan'sungal'padang. sehingga berkemEirnr'ua‖ U(.LLj

ditanami 2 (dua)kaFi pertanaman padi setahun. dan 1 kaJiPar;-iV./i]';i(PLC:,,:iトー

PadJ'-Palawija)(チ.ototerlampir).

Produksl penam'an pada saat JnJ dlperkJrakan 2.5 ton/Ha, dan menLけしIi

study tahun 1993 bila )anngan lrJgaSi J'nl'ditJ'ngkatkan produksf L･)adj
dlperklrakan akan nlen[ngkatmen)adr 6･5 ton/Ha./M.T, seQagar contoII

seperti produksJ'pad■ipada ln'gasl'TeknJ's sungai ular.

Melihat kesungguhan
･petanJ'didaerah

ini. kiranya upaya penJngkatan
fas=tas Janngan mgaSi Dl･ Bajayu ini sangat mendesak dan perru
dipriorJ'taskan untuk dapat ditJ'ngkatkan dan dJ･kembangkan.

やLa;ngkah--angkahatau usaha-usaha yang teLah.dl･akukan
un[uf下

meningkatkan dan m即gembangkan Daerah Jn･gasj Bajayu fni adal･ah sebagatト..

Lika?uhht::'nnAAnn

ggggaa,r:Lnn
l1999673//..9999芸idanpada T･A･ l_998/1999

hun Anggara.n 1993/1994 Feasjbilj～Study

岩ye:i;mDePfgn::n3/
ーーー′■

･9･ Sehubungan dengan ha. tersebut djatas. mohon kiranya叫こ∴ ⊂=似二.

Jehde｢aI Pengairanヒerkenan mempeninlbangkan usul p如1E"rrjt.ail".in
Pengembangan Jaringan ZrigasiSunga=Jrar dan lrigasJ･BaJ･ayu deiPat dit･en･汀i･二i.

Demikl･in

Tembusa[ :

≡1::Ba押k:Gubernu

kamj sampaikan dan atas perhatian Bapak diucapkan ten･ma kash.-

KDH Tjngkat JSumatera Utara

∴?.･･.白ap?k:KetuaBaPpena芦dトJakaTla
■:t･･~3:I BaP-?kLIKa:KanwJ'?Dep･PU PropSumaiera Utara di-Medan (sePaL3昌i!apロFd-'T)
･･ 4こ8apak･Bupatl KPH TJ'ngkatllDe】iSerdang d(-Lubuk Pakam

】

■･5∴Pe(1t･l･ngg･aJ十
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